
1

「データの活用」における相関分析を対象とした

複数校での授業実践例

2024年８月４日（日）＠愛知県立大学長久手キャンパス

第17回全国高等学校情報教育研究会全国大会（愛知大会）

兵庫県立大学大学院情報科学研究科

雲雀丘学園中学校・高等学校

林 宏樹
（Hiroki HAYASHI）

兵庫県立姫路東高等学校

戎原 進一
（Shinichi EBISUHARA）

電気通信大学

渡辺 博芳
（Hiroyoshi WATANABE）



2

研究背景

「情報Ⅰ」

問題の発見・解決に向けて，事象を情報とその結び付きの視点から捉え，

情報技術を適切かつ効果的に活用する力を全ての生徒に育む

1. 情報社会の問題解決

2. コミュニケーションと情報デザイン

3. コンピュータとプログラミング

4. 情報通信ネットワークとデータの活用
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研究背景

教科情報における教員の現状

⚫ 「情報Ⅰ」の学習内容は高度化

→ 専門性を持った情報科教員が十分に配置されていない

⚫ 情報科教員の不安

→ 「プログラミング」と「データの活用」に対する指導の不安

中山泰一 他（2017）

下地勇也 他（20２０）

授業実践事例と評価基準に関する実践が豊富でない授業実践事例と評価基準に関する実践が豊富でない
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研究背景

高等学校 『教科情報』 における教員の現状

他者と評価基準を比較・検討することができない環境

⚫ 教科情報の教員が複数人学校内に存在することは少ない

→ １人で評価基準を決める，評価を行うしかないという現状
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本研究の目的

◼ 情報Ⅰ「データの活用」分野における授業実践を行い，

  生徒の成果物のパフォーマンスに基づき，評価基準を提案すること

 評価基準は，複数の情報科教員によって作成する

 複数の高等学校で同じ内容の授業を行う

 複数校の成果物を統一した基準で評価を行う

 成果物のパフォーマンスに基づいた評価基準を提案する

本研究の特徴
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研究方法

① 学習目標と成果物の設定

② 観点別評価指標の設定

③ 授業計画の作成

④ 授業実践

⑤ 成果物の評価

⑥ 評価基準の提案
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研究方法① 学習目標と成果物の設定

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

• 数理・データサイエンス・AIリテラシーレベルの教育の基本的な考え方の1つ

「社会の実データ，実課題を適切に読み解き，判断できること」

• データリテラシーの学修目標

「文献や現象を読み解き，それらの関係を分析・考察し表現することができる」

授業目標

1. 収集したデータ間の相関を用いた分析ができること

2. データの関係を適切に考察ができること

3. 成果を表現できること

数理・データサイエンス・AI教育教科拠点コンソーシアム：数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム～データ思考の涵養～（2024年2月改訂）
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研究方法① 学習目標と成果物の設定

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

林 宏樹, 渡辺博芳. 高等学校「情報Ⅰ」データの活用における段階的なPPDACサイクルの指導によるデータサイエンス教育実践，情報処理学会論文誌TCE，Vol.10，No.1，pp1-12（2024）．

先行研究による成果物 生徒に指示を行う
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研究方法② 観点別評価指標の設定

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

先行実践[林，渡辺（2024）]の成果物38点をもとに，観点別評価の指標を作成した

手順1 情報科教員６人が各自で評価を行う項目を挙げる（個人作業）

手順2 各自の項目を全体全体で共有し，類似する項目ごとにまとめる

手順３ まとめた項目から，『観点』を設定する

手順４ 『観点』ごとに，基準を設定する

林 宏樹, 渡辺博芳. 高等学校「情報Ⅰ」データの活用における段階的なPPDACサイクルの指導によるデータサイエンス教育実践，情報処理学会論文誌TCE，Vol.10，No.1，pp1-12（2024）．

設定した観点

『ソフトウェア技能力』 ， 『分析力』 ， 『思考的活動力』



10

研究方法② 観点別評価指標の設定

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

林 宏樹, 渡辺博芳. 高等学校「情報Ⅰ」データの活用における段階的なPPDACサイクルの指導によるデータサイエンス教育実践，情報処理学会論文誌TCE，Vol.10，No.1，pp1-12（2024）．

ソフトウェア技能力 分析力 思考的活動力

A1 グラフを1つも
作成していない

A2 グラフは作成しているが，
適切なグラフでない

A3 適切なグラフを1つ
作成している

A4 適切なグラフを2つ
作成している

A5 適切なグラフを3つ
作成している

A6 適切なグラフを4つ以上
作成している

B1 相関を活用していない

B2 相関を判断しているが，
適切な判断ができていない

B3 適切に相関を判断している

B4 適切に正負の相関を
判断している

B5 複数の相関を比較して
判断している

C1 結果，考察ともに記載がない

C2 結果の記載が途中で留まっている

C3 結果の記載はあるが，適切でない
内容である

C4 適切に結果だけを記載している

C5 適切に数値を用いて
結果，考察を記載している

C6 結果が記載され，適切な思考・
判断を含めた考察を記載している

『観点』ごとに設定した基準
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研究方法③ 授業計画の作成

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

先行実践[林，渡辺（2024）]をもとに授業計画を作成した

林 宏樹, 渡辺博芳. 高等学校「情報Ⅰ」データの活用における段階的なPPDACサイクルの指導によるデータサイエンス教育実践，情報処理学会論文誌TCE，Vol.10，No.1，pp1-12（2024）．

50分×４回の授業設定複数校が同じ授業内容を実施できることが前提

授業
第1回

⚫ 授業受講者は一斉に相関分析の実践事例となる動画を視聴する

⚫ e-Statと気象庁からデータ取得する技能とファイル変換の技能を学ぶ

⚫ 各自動画を見ながら，成果物を制作する演習を行う

⚫ 第4回の終了時に成果物を提出させる

授業
第２回～第4回
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研究方法③ 授業計画の作成

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

授業実践で使用した動画について

経済産業省「未来の教室」STEAMライブラリーの動画コンテンツ

世界はデータで出来ている
～STEAM探究のための統計・データサイエンスの道具箱～

経済産業省「未来の教室」STEAMライブラリー 世界はデータで出来ている ～STEAM探究のための統計・データサイエンスの道具箱～
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研究方法④ 授業実践

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

経済産業省「未来の教室」STEAMライブラリー 世界はデータで出来ている ～STEAM探究のための統計・データサイエンスの道具箱～

方法③で作成した授業計画に基づいて，
実践可能な学校を募集し，

各校において授業を実践する．

兵庫県高等学校教育研究会情報部会の高等学校で実施することができた

実践校は，兵庫県内の高等学校10校

収集した成果物は，1959作品
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研究方法⑤ 成果物の評価

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

⚫ 評価は，1959作品のうち，実践校ごとに，無作為に抽出した
約25％にあたる490作品を評価することにした

2名の評価の一致率は，

ソフトウェア技能力が96％，分析力が71％，思考的活動力が７０％

⚫ 成果物の評価者は，1作品につき第1著者と，第1著者とは異なる
情報科教員1名の合計2名
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研究方法⑤ 成果物の評価

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

【ソフトウェア技能力】

A1 グラフを1つも作成していない
A2 グラフは作成しているが，適切なグラフでない
A3 適切なグラフを1つ作成している
A4 適切なグラフを2つ作成している
A5 適切なグラフを3つ作成している
A6 適切なグラフを4つ以上作成している

ソフトウェア技能力の評価結果（n=490）
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研究方法⑤ 成果物の評価

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

【分析力】

B1 相関を活用していない
B2 相関を判断しているが，適切な判断ができていない
B3 適切に相関を判断している
B4 適切に正負の相関を判断している
B5 複数の相関を比較して判断している

分析力の評価結果（n=490）
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研究方法⑤ 成果物の評価

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

【思考的活動力】

C1 結果，考察ともに記載がない
C2 結果の記載が途中で留まっている
C3 結果の記載はあるが，適切でない内容である
C4 適切に結果だけを記載している
C5 適切に数値を用いて結果，考察を記載している
C6 結果が記載され，適切な思考・判断を含めた

考察を記載している

思考的活動力の評価結果（n=490）
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研究方法⑤ 成果物の評価

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

【探究活動の順序性に着目した結果】

本研究における探究活動の流れ

B1 B2 B3 B4 B5

A6 12％ 6％ 22％ 42％ 19％

A5 22％ 8％ 12％ 48％ 11％

A4 36％ 13％ 12％ 33％ 6％

A3 74％ 7％ 5％ 14％ 0％

A2 68％ 21％ 3％ 9％ 0％

A1 100% 0% 0% 0% 0%

C1 C2 C3 C4 C5 C6

B5 5％ 0％ 12％ 43％ 2% 38％

B4 2％ 0％ 14％ 71％ 1% 12％

B3 7％ 3％ 19％ 58％ 2% 12％

B2 7％ 2％ 59％ 30％ 2% 0％

B1 58％ 3％ 15％ 24％ 0% 1％

散布図を作成する 相関係数を求めて相関を判断する 考察を行う

ソフトウェア技能力 分析力 思考的活動力
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研究方法⑥ 評価基準の提案

①学習目標と成果物の設定
②観点別評価指標の設定
③授業計画の作成
④授業実践
⑤成果物の評価
⑥評価基準の提案

段階 ソフトウェア技能力 分析力 思考的活動力

1 A1・A2 B1 C1・C2

2 A3 B2 C3

3 A4 B3 C4・C5

4 A5・A6 B4 C6

5 B5

表 観点別評価

【観点別評価の提案】
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研究の成果

⚫ ソフトウェア技能力，分析力，思考的活動力の３つの観点における観点別評価
を提案した

⚫ 生徒のパフォーマンスから，観点の関係性を取り入れた総合評価を提案した

⚫ 本研究成果を基準として，

学校の特性に合わせた評価基準表を作成できると想定している

⚫ これらの評価基準を生徒と共有し，

生徒が自分の到達度を把握しながら，演習を行うことが可能である

今後の展望
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